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真崎浦・大山下・細浦・新川（田エリア） 座談会（２回目まとめ） 

１ 実施日時・場所 
令和６年２月９日（金） １５：００～１７：００ 

村松コミュニティセンター 多目的ホール 
 

２ 参加者 
真崎浦土地改良区，新川土地改良区及び細浦土地改良組合関係者，東海村農業

委員，東海村農地利用最適化推進委員，転作実践委員会関係者，エリアの農業

者及び中心的担い手，東海村農業委員，農地利用最適化推進委員，ＪＡ職員，

東海村職員（事務局） 

計２８名 
 

【座談会の様子】 
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３ 内容 

（１）情報提供 
  以下の項目について，資料を用いて情報提供を行った。  
 ①基盤整備について            ②中間管理機構・ｅＭＡＦＦナビについて 

   

 
 

③水田の活用について                ④担い手への支援について

  
 

⑤有機農業・スマート農業について 
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 ⑥農研機構からの情報提供 
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 （２）１回目の座談会の意見を受けた地域計画（案）について 
   地域計画（案）についてグループごとに意見交換を行った。 
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    ※地図は現状図 
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＜地域計画（案），目標地図（案）に対する参加者の意見＞ 
地域計画（案）について 
（話し合いからの意見） 

・担い手をまず確保して，実施できる計画を検討していくことが必要。 

・担い手がいなければ基盤整備は意味がない。 

・基盤整備について，このエリアは用排水路の修理が必須となってくる。また，クロ

の管理が難しいので，クロを撤去して圃場を拡大するような基盤整備が必要。 

・限られた担い手で耕作していくのには限界があるので，会社を退職した方など幅広

い担い手の確保が必要。 

・農地の集積・集約化については，メインの担い手を４名ほど決めて，世代交代がで

きるようにしていくのが良い。 

・集約化を進めるのと合わせて，新しい担い手の発掘が必要。 

・土地は持っていないが，定年後農業をやりたいという人が一定数いるので，そのよ

うな方々の発掘が必要。 

・中間管理機構の活用については，機能していない部分が多く，担い手などを自分で

探さないといけないのが現状である。改善する点はたくさんある。 

・中間管理機構の活用を地権者に案内しても，作付け意向がない場合も多い。その

方々の意識の改革が必要。 

・このエリアは法人がおらず，個人が大きく耕作している地域なので，個人の方とう

まく連携を取りながら地域農業を守っていけると良い。 

・４０～５０代の比較的若い世代に担っていってもらいたい。このエリアには既に２

名ほどいるので，その方々を中心に進めていけると良い。 

・圃場が小さいとなかなか貸し出せないので，３反歩以上をまとめた形での貸し付け

をできないか中間管理機構との連携が必要。 

・区画整理と合わせて用排水路の整備を進める必要がある。 

 

 （アンケートからの意見） 

・担い手を確実に定めて，計画の立て直しを図る。 

・認定農業者の拡充，担い手不足の解消。 

・農業をする人の確保が一番大事である。 

・主催者側の説明等と聞く側の意識にズレがあるのでは。 

・テーマに対する話し合いの時間のみなく，なんとなく現状の不満が出たような気が

する。将来に向けた話ができるまではいかなかったかなと思う。 

・今後５年，１０年の計画，目標を進めるためには金の問題，人の問題，いかに魅力

を感じさせるか。行政（特に国）の政策と現実は大きくかけ離れてしまうのでは。問

題点はものすごくあると思う。 

 ・次世代の人を確保することが重要。 

 ・担い手が決まっていない中での目標地図作成は難しい。何か基準等が示せれば考え

やすくなると思う。 

 

（３）その他 
 〇座談会参加者の現在の耕作状況，今後の耕作意向，後継者の有無等について

の簡単なアンケートを行った。 

耕作規模を減らしていく・・・７人 

後継者と呼べる人がいる・・・０人 

このエリアで耕作している・・・１４人 

１ｈａ以上耕作している・・・３人 

 

 


